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デジタルツインキャンパスインフラ 

自動運転
バス その他

仮想
キャンパス

5Gの通信基盤

デジタルツイン基盤(DTC プラットフォーム)
3D 

MAP
サイバー空間 

物理空間
マッピング

高精度/リアル
タイム

位置推定

認証 可視化 APIs

Enabler
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デジタル化するためのセンサー 

インフラセンサーによるセンシング  

①

②

③
④

⑤

⑥

自動運転バスによるセンシング   デバイス情報によるセンシング  

取得：オブジェクトデータ、位置、点群データ 取得：映像データ、位置、車両情報、点群データ 取得：位置情報、電界情報、デバイス情報

出典：https://www.kri.sfc.keio.ac.jp/ja/wp/wp-content  
/uploads/2022/05/220509_Kanachu_SFC.pdf

https://www.kri.sfc.keio.ac.jp/ja/wp/wp-content
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自動運転バスの実証実験 

4 

右折の自動化判断

自動運転バスUI

SFC自動運転バスへの
インフラセンシングデータの適用 

自動運転バスのセンサーで検知不可領域(100m以上先)

の直進車有無を共有することで安全な右折判断が可能



© SoftBank Corp.

センサーの特徴 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GNSS
電波測定

LiDARデータとの
照合による推定

画像特徴点との
照合による推定

スポーツ映像の
解析など

写真：慶應義塾大学大学院システムデザイン
・マネジメント研究科 との共同研究より

　　【 AI＋推定】
　　安価

　　　【統計学的推定】
　　高額 

　【従来手法・測定】 
ピンキリ 

自動運転
ロボット配送

Delivery

RobotDelivery

Robot

ナビゲーション デジタルツイン
・XR

(メタバースなど）

ユースケースに対応したセンサーの活用



© SoftBank Corp. 6

センサー基盤の役割 

さまざまなセンサーデータを融合し高精度・一元化を目指す

例)

LiDAR点群データ
地図点群データ
(MMS車両取得) 点群データのフュージョン
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カスタマイズできる5G 

E
nabler

産業・ユースケースに応じた通信のカスタマイズが可能に

通信キャリア網

5GコアのWeb技術化(RESTful API) 産業・ユースケース
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共通APIへの取り組み 

共通APIをいち早く触れる環境をデジタルツインキャンパスに構築
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API例 

QoDユースケース例 

モビリティIoT向けサービス
DevLocユースケース例 

キャンパスチェックイン

学
内

サ
ー

ビ
ス

学生Aはキャンパスにきてる？

True / False
５GC

場所による認証が可能
すなわちスマホ自体が認証システム(like 学生証)

学生A

QOS Profile labels

QOS_E

QOS_L

QOS_M

QOS_S

モビリティIoT端末は特定エリアにおいて
一般トラフィックより優先(動的制御)

Quality on Demand(QoD) = 通信の優先制御 Device Location(DevLoc) = 端末位置情報認証
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動き出してきた 
デジタルツインキャンパス 

最新の 
デジタルツインを 

作る基盤 

最新の 
通信基盤 

学生の 
アイディア 

教員の 
アイディア 

参加企業の 
アイディア 

自由に触れる開かれたインターフェース 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ワークショップの開催 

参加申し込みページ
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当たり前なデジタルツイン社会実現へ 

©O Ltd./ O株式会社 © SoftBank Corp.
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